
ま
た
こ
れ
も
例
年
と
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
が
、
大
坂
城
跡

。
清
洲
城
下
町

遺
跡

。
天
神
山
遺
跡
な
ど
中

・
近
世
の
城
郭

・
城
下
町
遺
跡
か
ら
の
木
簡
出
土

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
大
坂
の
場
合
の
よ
う
に
、
木
簡
に
記
さ

れ
た
人
名
を
他
の
文
献
史
料
に
よ
っ
て
た
ど
り
、
そ
の
居
住
地
を
特
定
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
成
果
も
あ
り
、
こ
の
時
代
の
研
究
に
と
っ
て
も
木
簡
が

威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
示
す
好
例
と
な

っ
た
。

さ
ら
に
清
洲
城
下
町
遺
跡
で
は
二
〇
〇
点
以
上
の
柿
経
が
出
土
し
、
天
神
山

遺
跡
で
は
二
点
の
塔
婆
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
木
簡
に
合
め
る
の
が
よ
い
の

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
現
在
で
は
間
口
を
広
く
し
て
史
料
の
収
集

に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
呪
符
や
聞
香
札
を
含
め
、
木
街
の
時
代
も
性

格
も
広
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
ま
だ
中
近
世
史
や
文
化
史

・
宗
毅
史
な
ど
は
研

究
の
手
薄
な
分
野
と
し
て
残

っ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
の
一
層
の
進
展
が
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
八
九
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
木
簡
が
出
上
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
遺
跡
の
な
か
で
、
様
々
な
事
情
か
ら
今
回
報
告
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も
の

と
し
て
は
、
静
岡
県
瀬
名
遺
跡

・
山
形
県
月
記
遺
跡
・
石
川
県
横
江
荘
荘
家
跡
・

広
島
県
尾
道
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。
ま
だ
こ
の
他
に
も
、
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
が
掌
握
で
き
て
い
な
い
遺
跡
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
。
本
会
で
は
、
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
遺
跡
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
掲

載
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
関
係
機
関

。
関
係
者
な
ら
び
に
会
員

・
読
者

諸
氏
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（館
野
和
己
）

凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関

。
担
当
者
に
依
頼
し
て
、
執

筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
等
に

つ
い
て
は
編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「買
」

「
證
」

「龍
」

「廣
」
「
轟
」
「應
」
等
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
具
体
字
は

「弄
」

コ
オ
」

ヨ
牟
」

「赤
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

・
幅

・
厚
さ
を
示
す

（
単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
二
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
六
頁
第
１
図
参
照
）。

「
　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す
。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
し
た
文
字
で
あ
る
が
、
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限

り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

ｏ
　
　
　
　
穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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國
国
園
　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
ｃ

□
□
□
　
　
久
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
日
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
川
日
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

×
　
　
　
　
前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
内
容
上
推
定
さ
れ
る
が
、
折

損
等
に
よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

『
　
』
　

　

異
筆
、
追
筆
。

―ヽ
　
　
　
合
点
。

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕
　

　

校
訂
に
関
す
る
と
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

‥
…
・
　

　

同

一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
等
に
よ
り
直
接
つ
な
が

ら
ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
。

開
　
　
　
　
組
版
の
関
係
で
一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
行
末

・
行
初
に
つ
け
た
も
の
。

＊
　
　
　
　
図
版
に
写
真
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

一
、
地
形
図
は
原
則
と
し
て
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用

し
図
名
を

（　
）
内
に
示
し
た
。
地
図
中
の
▼
は
木
簡
の
出
土
地
点
を
示
す
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
二
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る

（
六
頁
第
２
図
参
照
）。

ｏ
〓
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ
淫
型
式
　
小
形
短
形
の
も
の
。

ｏ烙
型
式
　
小
形
短
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
鰹
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

Φ
溺
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ盟
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
謬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
明
際
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

⇔
９
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
粥
し
な
い
も
の
。

ｏ
】
型
式
　
削
暦
。

広
島

。
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
木
筒
の
型
式
番
号
は
、
広
島
県
草
戸
千
軒



町
遺
跡
調
査
研
究
所

『草
戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お

そ
の
他
の
中

。
近
世
木
簡
に
つ
い
て
は
以
上
の
型
式
番
号
に
適
合
し
な
い
も

の
が
多
い
の
で
、
注
記
を
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

×
位
下
財
椋
人
安
万
呂

×
行
夜
使
狗
注
状
故
移
」

「
泉
進
上
材
十
二
条
中

哄

膠

目

自

圏

口

閣

翅
θ．

「
＜
武
蔵
国
男
余
郡
余
戸
里
大
贄
鼓

一
斗
天
平
十
八
年
十

一
月
」

同
期
限
圏
□

「
　
　
番
長
二
人
　
舎
人
十
七
人

θ51型式

033聖』,t

請
飯
蔵
部

一
人

史
生

一
人

右
依
例
所
請
如
件
」

第 1図 末簡釈文の表記法

囲

脇

雲

瑠

昭
醐

囲

日

Ｖ撼
璽

理
式

麻
脚
日
日
国
も
廻02r型式

稼

目

θ3X型式

第 2図 木簡の形態分類


